
能登半島地震に係る市長との対話集会

令和７年８月23日（土）吉久公民館

高岡市被災者支援・復旧対策本部
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開会にあたって

・今後も、高岡市震災復興計画に基づき、各種支援策や公共イ

ンフラ復旧などを着実に推進

・今回、不安な気持ちを抱える被災者に寄り添い、皆様と意見

を聞き交し、一緒に考えるため、直接対話

・被災地域を次の時代に繋ぐため、実現可能な未来に向けた計

画が必要

・この後頂く声（課題・思い）を基に、特に何を優先的に取り

組むのかを判断し、計画を策定
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本日の説明内容

１.被害の状況

２.高岡市震災復興計画

３.まとめ
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１.被害の状況

 令和６年１月１日16時10分に発生した能登半島地震では、市内で最大
震度５強を観測、津波警報が発令されるなど観測史上初の大災害であっ
た。

 液状化等による宅地被害、道路・上下水道などのインフラ被害が市内

各所で発生した。

人的被害 避難所・避難者数 住家被害

宅地被害等の状況

全 壊 ０件

大規模半壊 33件

中規模半壊 78件

半 壊 4１件

準 半 壊 240件

一 部 損 壊 5,098件

計 5,490件

死 者 ２人（災害関連死）

重傷者 ３人

軽傷者 ３人

避 難 所 86箇所

避難者数 延べ5,843人
(※令和６年1月26日避難所閉鎖)

(令和７年７月31日時点)

液状化被害戸数 約 600戸

水道 最大 約4,000戸断水 ⇒ 令和６年1月5日 早朝 復旧完了
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吉久一丁目地内の市道

 上下水道施設被害状況

上水道 ４箇所 延長 約 720ｍ

下水道 ２４箇所 延長 約 8,910ｍ

雨水幹線 ３箇所 延長 約 460ｍ

道 路 ９箇所 延長 約 3,630ｍ

河 川 ２箇所 延長 約 400ｍ

公 園 ３箇所

 土木施設災害状況

公共インフラ（市所管施設）

5伏木コミュニティセンターの駐車場 横田町二丁目地内の市道



2.高岡市震災復興計画（令和６年3月25日策定）

■復興ビジョン（抜粋）
市民の皆様の安全安心の確保のため、市民の
理解と協力を得ながら、ハード（道路、上下水
道等のインフラ整備）・ソフト（災害への備え
、防災意識醸成等）の両面から、一日も早い復
旧・復興を推し進める。

■復旧・復興ロードマップ
ロードマップ（市HP参照）には、以下の４つの分類に区分した各種取組
みとその進め方を掲げており、状況に応じて随時見直しを行っていきます。

Ⅰ.住まい・暮らしの再建

Ⅱ.公共インフラ等の復旧

Ⅲ.地域産業の復興

Ⅳ.災害への備え
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令和６年能登半島地震により損壊した被災家屋等について、生活環境保全上の支障
の除去及び二次災害の防止を図るため、当該物件所有者の申請に基づき、市が所有
者に代わって、災害廃棄物として解体及び撤去するもの。

■制度の概要（申請期限：令和７年3月31日（〆切済））

■進捗状況

■境界壁の修繕補助について
公費解体により隣の家との境界壁ごと撤去せざるを得ない場合、
影響を受ける隣接家屋の境界壁の必要最低限の養生について支援
するもの。
相談・書類提出先 生活環境文化部 環境政策課（長慶寺640番地）

電話：0766-2２-3157 FAX：0766-22-2341

※3地区抜粋（令和７年７月末現在）

〇公費解体 担当課：環境政策課
Ⅰ.住まい・暮らしの再建
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液状化被害を受けた宅地の復旧を支援します。
アパート等にも利用できます。

■補助の概要

り災証明で一部損壊以上の判定の宅地の所有者
（一部損壊の場合は、「宅地に地割れがある」
「壁、床、柱が1/100程度傾斜している」「住
宅が沈下している」のいずれかの被害がみられる
ものが対象となります）

No 工事名 対象 

1 復旧工事 ・宅地の擁壁、のり面の復旧 

・宅地の陥没地盤等の復旧 

2 地盤改良工事 住宅（附属する車庫や倉庫を

含む）の液状化対策のための地

盤改良工事等 

3 傾斜修復工事 住宅（附属する車庫や倉庫を

含む）の傾斜又は沈下を修復す

る工事等 

補助率：工事費の50万円を超えた金額の２／３
（千円未満切捨て）

限度額：７６６．６万円

復旧工事 傾斜修復工事

■補助対象者

■補助金額

■補助対象工事

■相談・申請窓口

■期限

高岡市役所６階
都市創造部 建築政策課
電話：0766-20-1429
FAX：0766-20-1477

地盤改良工事工事完了報告
令和８年3月31日（火）

担当課：建築政策課
〇液状化被害宅地復旧支援

Ⅰ.住まい・暮らしの再建
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生活基盤に著しい被害を受けた世帯に対し、
生活の再建を支援するために支給します。

■補助の概要

住宅が、り災証明で準半壊以上
の判定を受け、生活の再建(建
設・購入、補修、賃借)を行う
世帯

右表のとおり
※単身世帯の場合は、表に記
載されている金額の４分の３

■補助対象

■補助金額

■相談・申請窓口

■申請期限

高岡市役所１階
福祉保健部 社会福祉課
電話：0766-20-1367
FAX：0766-20-1371

A:基礎支援金
令和８年１月31日

B:加算支援金
令和９年１月31日

A　基礎支援金　

再建方法 支給額

全壊 建設・購入 ２００万円 ３００万円

解体 補修 １００万円 ２００万円

長期避難 賃借 ５０万円 １５０万円

建設・購入 ２００万円 ２５０万円

補修 １００万円 １５０万円

賃借 ５０万円 １００万円

建設・購入 １００万円 １００万円

補修 ５０万円 ５０万円

賃借 ２５万円 ２５万円

建設・購入 １００万円 １００万円

補修 ５０万円 ５０万円

賃借 ２５万円 ２５万円

建設・購入 ５０万円 ５０万円

補修 ２５万円 ２５万円

賃借 １０万円 １０万円

市

制度

中規模半壊

半壊

準半壊

５０万円

－

－

－

合計
A+B

大規模半壊

１００万円

国

県

区分
B　加算支援金

■支給金額表

担当課：社会福祉課〇生活再建支援金
Ⅰ.住まい・暮らしの再建
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吉久地区（R7.7.31現在）

〇復旧工事の進捗（道路・下水道）
担当課：下水道工務課

Ⅱ.公共インフラ等の復旧
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■概 要
令和６年能登半島地震により地盤の液状化被害が発生した地区に

おいて、今後の大規模地震に備えた液状化対策として、本市が選定
した「地下水位低下工法」による対策工事を実施し、「道路と宅地
の一体的な液状化対策」を推進するもの。
別表１,２に示す事業費は、他市の事例をもとに算出したもの。

下図は、噴砂状況をもとに現時点で想定される対策範囲を示したもの。
※今後の試験施工や詳細な設計、該当地区の住民の合意形成により対策範囲を精査する。

※概算の事業費は今後の検討によって
変動する可能性があります。

■対象範囲（案）

〇液状化対策 担当課：震災復旧推進課
Ⅱ.公共インフラ等の復旧
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■スケジュール

令和７年度は「地下水位低下工法」の試験施工を行い、効果とリスクを確認したうえで、事
業実施に向けて、該当地区住民の合意形成に努めていく予定。
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 地区防災計画作成講座の開催

 6/16 伏木地区、7/2 木津地区、7/14 下関地区で開催済

 自治会、消防団、民生･児童委員などに加え、防災士が参画
し、実効性の向上を目指す

 今後も、意欲のある地域において開催予定

○ 災害への備えの強化

 地区防災計画の策定

・地域ごとの特性を踏まえた、各地区で作成した防災計画

・市内では「博労、野村、能町、定塚、二塚」が策定済み

・連合自治会単位の36地区で作成を呼び掛けている

担当課：危機管理課〇地域防災力の強化
Ⅳ.災害への備え
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３.まとめ

・地域の皆様ご自身が、まちの魅力を再認識し、皆様の手でま
ちづくりに取り組むことが、地域の魅力向上やにぎわい創出
に繋がる

・被災地域を次の時代に繋ぐため、特に何を優先的に取り組む
のかを判断し、実現可能な未来に向けた計画策定が必要

・不安な気持ちを抱える方々に寄り添い、皆様と意見を聞き交
し、一緒に考えることが大変重要

と考えていることから、

本日は、現在の生活に関する課題や、今後のまちづく
りに対する思いなど、被災者の皆様の忌憚のないご意
見を、聞かせていただきたい。
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